1321　探究科学Ⅰ(プレ国際・社会探究)
～継続研究～
１．今後の予定
	回数
	月日
	活動内容

	１
	1/21
	継続研究　＊SSH研究発表会用スライド作成含む

	２
	1/28
	継続研究　＊SSH研究発表会用スライド作成含む

	３
	2/4
	SSH研究発表会　発表リハーサル

	★
	2/8
	(土)　SSH研究発表会

	４
	2/18
	クロスセッション　～SSH研究発表会振り返り～

	５
	3/4
	継続研究

	６
	3/11
	国際・社会探究Ⅰガイダンス　～継続・新規選択、春休み活動計画～

	７
	3/18
	ラウンドテーブル　～探究の歩みと今後の展望を語る～　(横田不在)



２．探究テーマ一覧　1321現在

３．〆切関係　〆切は厳守すること！！
【2/8(土)SSH用スライド】　提出〆切：2月2日(日)まで
★R6国際・社会探究\プレ国際・社会探究\02イベント関係\1408SSH研究発表会

４．スライド作成のルール
(１)スライドは、「上書き」ではなく、イベント(発表会)ごとにコピーを作成して加筆・修正！
　　　①探究の軌跡を残す。　②来年度の後輩の見本
　
(２)スライド タイトル　例　01若狭地区にSDGsを広めよう！(マイプロ)
SSH研究発表会について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．大まかなスケジュール
　午前　2年生国際探究科の口頭発表に参加
　午後　ラウンドテーブル：全学年・中学生・教員・地域の方などを交えて探究について対話

２．ラウンドテーブルについて
　①昨年までは大体・小体でポスター発表を行っていたが、今年はラウンドテーブルに変更
[image: ]　②A3用紙にスライド10枚を右図のように印刷し、タイトルを含め、
10枚ぴったりで作成！

手持ちでグループメンバーに見せながら対話


スライド作成について
＊基本的には、これまで作成したスライドをベースに、加筆・修正でOK！　　　　　　　　　　
【スライド作成のポイント】
１．探究サイクル(探究のプロセス)がわかる
２．「探究マイストーリー」
３．探究への「想い(熱意)」・探究の「意義」
４．「10分間」で発表できるスライド　(10分の発表会が多いが、その時に合わせて調整)

【スライドの構成】＊一例です。「マイストーリー」を意識して工夫を！
１．探究テーマ・リサーチクエスチョン・メンバー名
２．課題設定理由
①個人的な関心・社会的な背景
②現状把握で分かっていること
　・文献・論文調査、先行研究・先行事例、統計データ、専門家の主張、アンケート・インタビュー等から
③目的
・現状の問題点：ターゲットは誰か？誰の問題か？
・探究のゴール：その問題をどうしたいのか？
④探究の意義・価値
　・どのように社会に貢献できるのか。どのような学問的・社会的価値があるのか？
３．仮説・方法
①「課題解決」に向けたアプローチ案
　・先行研究・先行事例(ベストプラクティス)などを参考に。
②今後の計画：誰が、いつまでに、何をするか？
③結果の見通し：どのような結果を得たいか？
４．検証　(実際に行ってみる・やってみる)
〇フィールドワーク（インタビュー、観察）・プロトタイプ作成・アクション　など
５．結果の整理・分析・考察　(「検証」で得たデータなどを整理して、分析する)
①成果と課題の明確化：何がわかったのか？何がわからなかったのか？
②分析・考察：そこから何が言えるのか？どんな意味があるのか？ なぜ、そうなったのか？
③次の探究サイクルへ：新たな疑問・新たな仮説を立てる
６．1年後半から今までに取り組んだこと(アクション・文献調査)
７．今後の課題・展望 
８．参考文献
〇参照した書籍、ＵＲＬ、論文などを必ず明記。



















　　(注)「誰にでも読みやすい配色」「改行」「字の大きさを揃える」
「写真・図等をうまく活用する」「アニメーションを多用しない。(逆に見にくい)」
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